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3/26 〜 27　兵庫県から鳥取県

3/27 ～ 28　熊本県山鹿市から山口県下関市

ほほえみ会

口和町酪農組合

　

ほ
ほ
え
み
会（
西
平
芳
美
会
長
）は
、
確
定
申
告
も
終
わ
り
ひ
と
段
落
し
た
時

期
に
、
恒
例
の
親
睦
旅
行
を
開
催
し
会
員
九
名
に
加
え
て
、
広
酪
か
ら
高
松
む

つ
み
主
任（
総
務
管
理
課
）が
参
加
す
る
中
、
兵
庫
県
の
城
崎
温
泉
、
鳥
取
砂
丘

へ
の
旅
を
楽
し
ん
だ
。

　

初
日
は
、
生
憎
の
雪
交
じ
り
の
天
気
と
な
っ
た
が
、
会
員
ら
は
城
崎
温
泉
の

お
湯
に
つ
か
り
一
年
間
の
疲
れ
を
癒
し
、
至
福
の
時
間
を
過
ご
さ
れ
た
。

　

夕
食
で
は
、
こ
の
三
月
末
を
も
っ
て
廃
業
さ
れ
る
桑
田
誠
子
さ
ん
か
ら
会
員

の
皆
さ
ん
、
組
合
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
西
平
会
長
や
会
員
ら

か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
・
・
・
」と
の
優
し
い
声
が
か
け
ら
れ
、
和
や

か
な
雰
囲
気
で
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

二
日
目
は
好
天
に
恵
ま
れ
「
鳥
取
砂
丘
」を
楽
し
み
、
昼
食
後
は
家
族
へ
の

お
土
産
を
し
っ
か
り
手
に
さ
れ
「
ま
た
、
行
き
ま
し
ょ
う
ね
」と
声
を
掛
け
て

帰
路
に
着
か
れ
た
。

　

会
員
か
ら
は
、
組
合
事
業
に
対

し
て
、「
酪
農
経
営
移
譲
推
進
支
度

金
制
度
や
後
継
者
就
学
支
援
制
度

等
の
後
継
者
支
援
へ
の
感
謝
の
言

葉
も
あ
っ
た
が
、
後
継
者
の
婚
活

や
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
が
岡
山
の
よ
う

に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
多
く
、
消
費
者

と
の
ふ
れ
あ
い
も
併
せ
て
行
う
こ

と
が
で
き
た
ら
良
い
の
で
は
・
・
・
」

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

九
州
へ
癒
し
の
旅

　

口
和
町
酪
農
組
合（
石
富
貞
美
組
合
長
）

は
、
恒
例
の
酪
農
視
察
研
修
を
防
疫
上
の

観
点
か
ら
、
一
泊
二
日
の
親
睦
旅
行
と

し
、
町
内
酪
農
家
四
名
に
加
え
、
広
酪
か

ら
中
山
篤
志
課
長（
事
業
推
進
課
）が
参
加

し
た
。

　

一
行
は
、サ
ク
ラ
咲
く
熊
本
城
を
訪
れ
、

壮
大
な
武
者
返
し
の
石
垣
に
そ
び
え
立
つ

天
守
閣
か
ら
熊
本
市
内
を
眺
望
。

　

ま
た
、
山
鹿
市
で
は
大
正
ロ
マ
ン
の
感

動
が
蘇
る
芝
居
小
屋
「
八
千
代
座
」の
回

り
舞
台
か
ら
歌
舞
伎
役
者
の
目
線
で
客
席

を
眺
め
、
夜
は
、
日
頃
の
酪
農
作
業
で
疲
れ
の
溜
ま
っ
た
身
体
を
癒
し
、
杯
を

交
わ
し
同
志
の
懇
親
を
深
め
、「
共

に
協
力
し
て
、
仲
間
が
減
ら
な
い

よ
う
に
頑
張
ろ
う
」と
互
い
に
決

意
し
た
。

　

翌
日
は
、
太
刀
洗
平
和
記
念
館

で
平
和
の
大
切
さ
を
学
び
、
下
関

の
海
響
館
で
海
洋
生
物
の
生
態
を

学
び
、
内
容
の
濃
い
研
修
旅
行
と

な
っ
た
。

桑
田
誠
子
さ
ん
感
謝
の
言
葉

〜
酪
農
を
辞
め
て
も
ま
た
ご
一
緒
に
〜

おのおの方 いざ……
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3/28　三原市

3／ 28　島根県大田市　石見銀山

三原市酪農振興会

庄原地域酪農振興会

　

三
原
市
酪
農
振
興
会（
新
舎
和
久
会
長
）

は
、
山
陽
乳
業（
株
）の
視
察
研
修
を
開
催

し
た
。
参
加
者
は
全
会
員
七
戸
、
夫
婦
で

参
加
さ
れ
、
自
分
達
が
出
荷
し
た
生
乳
が

牛
乳
に
な
る
製
造
行
程
を
視
察
し
た
。

　

同
社
の
木
原
正
勝
社
長
は
「
皆
さ
ん
の

貴
重
な
出
資
の
お
陰
で
、
株
価
の
復
元
も

八
十
％
台
に
達
し
、
早
く
皆
さ
ん
に
還
元

し
て
い
き
た
い
思
い
で
あ
る
。
当
社
で
は

広
酪
の
生
乳
約
三
分
の
一
の
供
給
を
受
け

て
い
る
が
、
こ
の
夏
も
し
っ
か
り
搾
っ
て

頂
き
た
い
」と
期
待
を
込
め
て
挨
拶
さ
れ

た
。

　

そ
の
後
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
、

会
社
概
要
等
の
分
か
り
や
す
い
説
明
を
受

け
、
工
場
を
見
学
し
た
。

　

一
同
は
、
ウ
イ
ン
グ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に

移
動
し
、
会
食
を
取
り
な
が
ら
懇
親
を
深

め
、
新
舎
会
長
は
「
な
か
な
か
工
場
見
学

を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ず
、
今
日
の
視
察

研
修
は
意
義
深
い
も
の
と
な
っ
た
。
私
は

酪
農
家
と
共
に
大
き
く
な
っ
た
乳
業
社
と

思
う
の
で
一
人
で
も
多
く
の
消
費
者
に
牛

乳
を
飲
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
私
た
ち
も

美
味
し
く
飲
ん
で
も
ら
え
る
生
乳
を
搾
り

た
い
」と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

参
加
者
ら
は
酪
農
談
話
に
花
を
咲
か

せ
、
参
加
者
全
員
が
充
実
の
研
修
会
と
満

足
し
て
帰
路
に
着
か
れ
た
。

〜石見銀山へ
　　日帰り旅行〜

生乳生産に向けた
責任を再認識

（当日、参加者への説明にあたって頂いた
品質管理課の森田博さん〈左〉）

　庄原地域酪農振興会（林智行会長）は、会員ら 16
名が参加し、世界遺産の石見銀山の町並みを散策
する日帰り研修旅行を行った。広酪からは竹ノ内
寛治主任（事業推進課）が参加した。
　バス車中で林会長は「口蹄疫問題以来、久しぶ
りの旅行となった。仕事のことを忘れ、英気を養い、
みんなでしっかりと懇親を深めこれからも頑張っ
ていきましょう」と挨拶された。庄原市行政から参
加の島田係長（農林振興課）は 4月 1日付け人事異
動で他部署への配属となり、これまで皆様にお世
話になった御礼と、平成 24 年度庄原市酪農関係事
業施策の概要を述べられた。施策は、広酪の自家
育成事業とほぼ同様な事業も盛り込まれる内容で
あった。広酪からはポジティブリスト制度に係る
チェックリストの記帳徹底と飼料利用推進委員会

で決定した広酪推進重点品目を説明し、春先の農
作業における怪我や事故、病気に気を付けて頂き
たいと伝えた。
　温泉津で海の幸を堪能した後は、ガイドから石
見銀山の歴史について説明を受けながら、約 800m
の町並みを散策。春休みでもあり多くの観光客で
賑わっていた。江戸時代を再現する民家や店舗の
町並みが参加者らを和ませ、のんびりとした一日
を過ごされたようであった。

我が社にようこそ!!

皆様からの生乳供給に感謝!!

石見銀山の資料館で記念撮影


